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烏
丸
通
か
ら
細
い
路
地
を
西
へ

進
ん
だ
先
に
見
え
る
城
興
寺
の
境

内
。
こ
の
一
角
に
薬
院
社
が
鎮
座

し
て
い
ま
す
。

　

薬
院
社
の
名
は
平
安
時
代
に

左
大
臣
藤
原
冬
嗣
が
こ
の
付
近
に

開
設
し
た
医
療
と
施
薬
の
施
設

「
施
薬
院
」
と
「
施
薬
院
御み

倉く
ら

」
に

１　

向
か
っ
て
左
の
狛
犬

２　

向
か
っ
て
右
の
狛
犬

３　

両
方

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名

に
ト
ラ
フ
ィ
カ
京
カ
ー
ド
（
１
千

円
券
）
を
進
呈
。
解
答･

氏
名･

住

所･

年
齢
・
紙
面
へ
の
感
想
を
記

入
の
上
、
は
が
き
又
は
FAX
で
地
域

力
推
進
室
へ
（
11
月
29
日(

金)

必

着
。
〒
601
・
８
５
１
１(

住
所
記
載

不
要)

、
FAX 

671
・
９
６
５
３
）。

当
選
者
に
は
、
後
日
記
念
品
を
送

付(

解
答
は
次
号
掲
載)

。

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

◆
地
下
鉄
烏
丸
線
「
九
条
駅
」
か

ら
北
西
へ
徒
歩
１
分
、
市
バ
ス

（
202
号
、207
号
系
統
な
ど
）「
大
石
橋
」

か
ら
北
西
へ
徒
歩
３
分

由
来
し
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
初
期
に
は
、
こ
れ
ら

の
施
設
は
他
所
に
移
転
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
が
、
御
倉
跡
の

「
薬
院
の
森
」
に
施
薬
院
稲
荷
の
祠

が
残
さ
れ
、
地
域
住
民
は
鎮
守
さ
ま

と
し
て
崇
め
親
し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
11
年
に
辻
堂
廃

止
令
の
影
響
に
よ
っ
て
、
施
薬
院

稲
荷
は
城
興
寺
の
荼だ

き

に

枳
尼
天て

ん

堂
に

合
祀
さ
れ
、
現
在
も
病
気
平
癒
と

夫
婦
円
満
の
お
稲
荷
さ
ん
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　　

さ
て
、
こ
の
薬
院
社
の
鳥
居
前

に
は
古
く
か
ら
こ
こ
を
見
守
っ
て

き
た
左
右
一
対
の
狛
犬
が
立
ち
並

ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
尾
が

欠
け
た
狛
犬
は
次
の
１
〜
３
の
ど

れ
で
し
ょ
う
か
。

る
こ
の
時
季
に
は
、
料
理
を
作
る

機
会
が
増
え
る
た
め
、
調
理
時
の

火
気
の
取
扱
い
に
も
注
意
が
必
要

で
す
。

家
庭
で
火
災
を
出
さ
な
い
た

め
に
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

【
暖
房
器
具
火
災
】

○ 

ス
ト
ー
ブ
で
洗
濯
物
を
乾
か
さ

な
い
。

10
月
14
日
、
南
警
察
署
に
よ
る

犯
罪
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
イ
オ

ン
モ
ー
ル
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
銀
メ

ダ
リ
ス
ト
で
市
立
嵯
峨
中
学
校
教

諭
の
田
本
博
子
さ
ん
（
祥
栄
小
学

校
・
洛
南
中
学
校
出
身
）
が
一
日

市
で
は
「
京
都
市
緑
の
基
本
計

画
」
に
基
づ
く
緑
化
推
進
の
取
組

の
一
環
と
し
て
、
緑
の
ま
ち
づ
く

り
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
業
績
が
特

に
顕
著
な
団
体
又
は
個
人
を
「
京

都
市
都
市
緑
化
推
進
功
労
者
」
と

し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
平
成
９
年
か
ら
毎
年

９
月
27
日
、「
平
成
25
年
度
市

民
し
ん
ぶ
ん
南
区
版　

モ
ニ
タ
ー

会
議
」
を
南
区
役
所
で
開
催
し
ま

し
た
。

こ
の
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
読
者

視
点
か
ら
の
紙
面
の
充
実
を
目
指

し
て
、
平
成
16
年
度
か
ら
実
施
。

　

当
日
は
公
募
モ
ニ
タ
ー
７
名
が

参
加
し
、「
催
し
な
ど
の
告
知
記

事
に
、
こ
れ
ま
で
の
参
加
者
の
声

や
写
真
を
使
え
ば
、
よ
り
興
味
を

持
た
れ
る
の
で
は
」、「
４
面
の
お

南
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
食
育

指
導
員
と
共
同
で
、
郷
食
（
ふ
る

さ
と
の
食
）
の
普
及
を
目
的
と
し

て
、
冬
至
を
テ
ー
マ
に
し
た
食
育

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
南な

ん

き

ん瓜
（
か
ぼ
ち
ゃ
）
や

蓮れ

ん

こ

ん根
な
ど
、
南
区
周
辺
で
伝
え
ら

れ
る
冬
至
に
食
べ
る
「
ん
」
が
つ

く
７
つ
の
食
材
を
使
い
、
様
々
な

料
理
を
学
ぶ
こ
と
で
、
京
の
食
文

化
に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

料
理
初
心
者
の
方
、
男
性
の
方

も
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

南
区
こ
こ
ろ
の
健
康
を
考
え

る
会
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
を
抱
え

る
方
の
理
解
者
や
支
援
者
の
養
成

を
目
的
と
し
て
、
こ
こ
ろ
の
支
援

パ
ー
ト
ナ
ー
入
門
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

受
講
者
に
は
講
義
や
実
技
な
ど

を
通
じ
て
、
当
事
者
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

受
講
後
に
こ
こ
ろ
の
健
康
を
推
進

す
る
担
い
手
と
し
て
活
動
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
具
体
的
な
活
動

先
や
活
動
機
会
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　

①
12
月
３
日（
火
）、
②
12

月
10
日（
火
）、
③
12
月
11
日（
水
）

〜
１
月
13
日（
月
・
祝
）（
実
習
先

に
よ
り
実
施
日
時
が
異
な
り
ま

す
）、
④
１
月
14
日（
火
）　

①
②
④
は
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

場
所　

南
区
社
会
福
祉
協
議
会　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
唐
橋
経

田
町　

唐
橋
第
二
市
営
住
宅
１
階
）

※
③
は
実
習
先
に
よ
り
異
な
り
ま
す

南
保
健
協
議
会
連
合
会
が

京
都
市
都
市
緑
化
推
進
功
労
者
に　

選
ば
れ
ま
し
た
！

警
察
署
長
に
就
任
。
府
立
鳥
羽
高

校
の
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
や
大

声
コ
ン
テ
ス
ト
で
会
場
が
盛
り
上

が
る
中
、
田
本
一
日
署
長
は
警
察

署
員
や
防
犯
推
進
委
員
な
ど
と
と

も
に
、
買
い
物
に
訪
れ
た
方
々
に

防
犯
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
よ

う
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

広
場
広
場

み
な
み
の

み
な
み
の

田
本
博
子
さ
ん
が
一
日
警
察

署
長
と
し
て
活
躍
！
　

犯
罪
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

問
＝
保
険
年
金
課
（
☎
681
・
３
３
２
８
）

　

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証（
１
人
１
枚
の
カ
ー
ド
）

を
簡
易
書
留
郵
便
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

配
達
時
に
ご
不
在
で
、
郵
便
局
の
保
管
期
間
を

経
過
し
た
場
合
は
、
保
険
年
金
課
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
は
届
き
ま
し
た
か
？

○ 

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
給
油
時
に
は

必
ず
火
を
消
す
。

○
火
を
付
け
た
ま
ま
寝
な
い
。

【
天
ぷ
ら
な
べ
火
災
】

○ 

天
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
る
と
き

は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

○ 

も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
、
台

所
に
消
火
器
を
備
え
て
お
く
。

問
＝
南
消
防
署（

☎
681
・
０
７
１
１
）

徐
々
に
寒
さ
が
強
ま
り
、
暖
房

器
具
の
使
用
が
増
え
る
秋
の
季

節
。
ま
た
、
食
欲
の
秋
と
い
わ
れ

ぼうさいぼうさい
コーナーコーナー

暖
房
器
具
火
災
・

天
ぷ
ら
な
べ
火
災
に

ご
注
意
を
！

６
月
に
花
の
苗
を
植
え
た
プ
ラ
ン

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
区
内
各
所
へ
設

置
し
て
い
る
「
花
の
町
」
運
動
が

評
価
さ
れ
、「
南
保
健
協
議
会
連

合
会
」
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
は
今
後
も
、
区
内
の
緑
化

推
進
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
ま
す
。

知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
も
っ
と

お
得
感
が
わ
か
る
よ
う
な
情
報
提

供
を
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。モ

ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

今
後
も
毎
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

通
し
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
紙

面
づ
く
り
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
公
募
モ
ニ
タ
ー

（
敬
称
略
）

◆
持
明
院
幸
子　

◆
松
井　

憲
昭

◆
増
田　

良
平　

◆
横
田　

正
和

日
時　

12
月
13
日
（
金
）、
18
日

（
水
）午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

（
両
日
と
も
同
じ
内
容
）

場
所　

南
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

（
ヘ
ル
ス
ピ
ア
21
）

内
容　

講
話
、
調
理
実
習
、
試
食

な
ど

対
象　

区
内
在
住
の
方

定
員　

各
日
24
名（
先
着
順
）

費
用　

各
日
500
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
タ
オ
ル

申
込　

11
月
25
日
（
月
）
〜
実
施

日
の
２
日
前
ま
で
に
電
話
又
は

窓
口
で

問
・

＝
健
康
づ
く
り
推
進
課

（
☎
681
・
３
５
７
３
）

講
師　

①
岡
本
慶
子
氏
（
岡
本
ク

リ
ニ
ッ
ク
）、
②
渡
邊
亜
紀
子
氏

（
南
保
健
セ
ン
タ
ー
）

内
容　

①
講
義
「
精
神
疾
患
の
あ

る
人
の
理
解
」、
②
実
技「
人
と
の

関
係
を
よ
く
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」、
③
実
習「
実
際
に
交
流

し
て
み
よ
う
」、
④
懇
談「
ご
家
族

や
支
援
者
と
の
お
話
」

定
員　

20
名

費
用　

無
料

申
込　

12
月
２
日
（
月
）
ま
で
に

電
話
又
は
FAX
で

問
＝
南
区
社
会
福
祉
協
議
会

 

（
☎
671
・
１
５
８
９
、

FAX 

671
・
３
８
４
０
）

読
者
視
点
で
の
工
夫
で
よ
り
良
い
紙
面
づ
く
り
を

市
民
し
ん
ぶ
ん
南
区
版
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催

◆
田
中　

叡
峰　

◆
木
畑　

邦
洋

◆
稲
生　

晃
士　

◆
森
口　

理
恵

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

南
区
か
ら
33
名
・
15
団
体

市
政
へ
の
功
労
者
を
表
彰

京
都
市
自
治
記
念
式
典
を
開
催

京都市自治記念式典の様子

７
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
「
親

と
子
の
写
生
会
と
東
寺
拝
観
」
の

入
賞
作
品
が
、
南
区
文
化
協
議
会

を
中
心
と
す
る
選
考
委
員
会
で
こ

10
月
15
日
、
京
都
市
自
治
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
明
治
31
年
に
府
知
事

の
ほ
ど
決
定
し
ま
し
た
。

計
106
点
に
及
ぶ
子
ど
も
た
ち

の
作
品
の
中
か
ら
、
入
賞
８
点
、

入
選
４
点
、
佳
作
８
点
の
20
作
品

を
選
出
。
ど
の
作
品
も
元
気
い
っ

ぱ
い
に
、
い
ろ
い
ろ
な
表
情
の
東

寺
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

元
気
い
っ
ぱ
い
に
描
け
た
よ
！

「
親
と
子
の
写
生
会
と
東
寺
拝
観
」

〜
入
賞
作
品
8
点
を
ご
紹
介
！
〜

小学校長会
南支部長賞

（南大内小１年）
西田　絢香

京都新聞社賞

（祥豊小４年）
新田　瑞希

南区長賞

（南大内小６年）
白河　侑里

南区文化協議会長賞

（凌風小４年）
吉岡　優来

南区小学校PTA
連絡協議会長賞

（祥豊小２年）
寺田　絢香

東寺賞

（久世西小３年）
藤原　はづき

南区民ふれあい事業
実行委員会長賞

（祥栄小６年）
島田　理緒

みやこ子ども土曜塾賞

（久世西小３年）
大槻　ひなた

直
轄
の
市
制
が
撤
廃
さ
れ
、
市

民
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
市
長
が

市
役
所
を
開
庁
し
た
こ
と
を
記

念
し
て
、
毎
年
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

式
典
で
は
未
来
に
向
け
た
魅

力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

市
政
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
た
個
人
及
び
団
体
を
表
彰
。
南

区
か
ら
は
33
名
・
15
団
体
の
皆
様

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
被
表
彰
者
の
皆
様（
敬
称
略
）】

◆
篤
志
者
表
彰　

４
団
体

京
都
環
境
事
業
協
同
組
合
、

京
都
市
立
上
鳥
羽
小
学
校
140

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、

京
都
市
立
唐
橋
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

京
都
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｕ
祭
り

実
行
委
員
会

◆
永
年
勤
続
市
政
協
力
委
員
表
彰 

３
名

河
合
頼
道
、
長
岡
貞
夫
、
松
山

秀
夫

◆
未
来
の
京
都
ま
ち
づ
く
り
推
進
表
彰

〈
う
る
お
い
分
野
〉９
名
４
団
体

稲
継
さ
か
え
、
木
下
佳
典
、

坂
井
覺
、
澤
井
詔
二
、
中
路
茂
、

長
谷
川
友
子
、
林
貴
康
、
藤
井

定
男
、
山
田
健
次
、
唐
橋
自
治

連
合
会
、
九
条
エ
コ
学
区
推
進

協
議
会
、
九
条
地
域
ご
み
減
量

推
進
会
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
京
滋

カ
ン
パ
ニ
ー
京
都
南
営
業
所

〈
す
こ
や
か
分
野
〉18
名
６
団
体

池
田
妙
子
、
稲
継
直
子
、
岩
根

良
子
、
小
阪
建
治
、
小
原
達
三
、

繁
𣳾
子
、
杉
佳
之
介
、
杉
山

茂
行
、
髙
橋
京
介
、
寺
村
忠
正
、

富
家
須
美
子
、
中
川
裕
之
、

西
留
ケ
イ
子
、
原
田
由
美
、

真
野
憲
昭
、
水
口
勇
誠
、
村
田

明
美
、
山
口
真
理
子
、
三
彩
食
品

有
限
会
社
、
じ
ゅ
う
じ
ゅ
う

カ
ル
ビ
桂
南
店
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

暖
団
、
ブ
ッ
ク
マ
ー
ト
八
条
店
、

無
添
く
ら
寿
司
京
都
久
世
店
、

吉
野
家
171
号
線
久
世
店

〈
ま
ち
づ
く
り
分
野
〉
２
名
１
団
体

岡
山
佳
代
子
、
駒
田
忠
雄
、

京
都
土
木
浚
渫
協
会

◆ 

京
都
市
動
物
園
開
園
110
周
年
、

京
都
市
美
術
館
開
館
80
周
年

記
念
特
別
表
彰　

１
名

上
村
多
恵
子

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

こ
こ
ろ
の
病
へ
の
理
解
と
支
援
を

「
こ
こ
ろ
の
支
援
パ
ー
ト
ナ
ー 

入
門
講
座
」

参
加
者
募
集

「京の冬至（南区版）」
食育セミナー

～「ん」がつく７色食材クッキング～

「
知
る
」「
見
る
」
み
な
み

その㉘

薬や
く
い
ん
し
ゃ

院
社
（
東
九
条
烏
丸
町
）

京都駅京都駅

八条通八条通

九条通九条通

東寺道東寺道

薬院社
（城興寺内）
薬院社
（城興寺内）

九条駅九条駅

地下鉄
烏丸線
地下鉄
烏丸線

竹
田
街
道

竹
田
街
道

烏
丸
通

烏
丸
通

油
小
路
通

油
小
路
通

東
寺
駅

東
寺
駅

近
鉄

京
都
線

近
鉄

京
都
線

「
み
な
み
力
で
頑
張
る
！

区
民
応
援
事
業
」の
活
動
紹
介

南
区
役
所
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す

10
月
14
日
、
キ
ッ
ズ
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
教
室
と
絵
画
イ
ベ
ン
ト
が

火
打
形
公
園
（
上
鳥
羽
火
打
形
町
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を

楽
し
む
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
を

は
じ
め
約
200
名
の
方
々
が
来
園
。

多
く
の
方
が
園
内
の
コ
ー
ス
で
多

彩
な
技
を
披
露
す
る
中
、
子
ど
も

た
ち
は
熟
練
者
か
ら
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
の
乗
り
方
の
手
ほ
ど
き
を

受
け
、
楽
し
み
つ
つ
も
懸
命
に
練

習
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
園
内
の
フ
ェ
ン
ス
に
掲

げ
た
大
き
な
パ
ネ
ル
を
使
い
、
芸

術
家
と
来
園
者
に
よ
る
絵
画
イ
ベ

ン
ト
も
実
施
。
子
ど
も
た
ち
も
一

緒
に
な
っ
て
、
パ
ネ
ル
い
っ
ぱ
い

南
区
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
に
向
け
、
自
治
連
合
会

な
ど
と
連
携
し
て
、
平
成
23
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
「
地
域
力

（
み
な
み
力
）
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
取
組
内
容
】

◇
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
等
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
・
懇
談
会
を
実
施

平
成
23
、
24
年
度
に
南
区
内
の

自
治
会
未
加
入
の
２
つ
の
マ
ン

シ
ョ
ン
を
対
象
と
し
て
、
「
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
回
答
さ

れ
た
世
帯
の
う
ち
約
７
割
が
自
治

会
の
活
動
を
評
価
さ
れ
、
懇
談
会

開
催
後
に
は
両
マ
ン
シ
ョ
ン
合
わ

せ
て
12
世
帯
が
自
治
会
に
加
入

に
個
性
的
な
絵
を
描
い
て
い
ま
し

た
。イ

ベ
ン
ト
後
に
は
参
加
者
全

員
で
園
内
と
周
辺
の
清
掃
活
動
が

行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
心
と
体

が
育
ま
れ
た
催
し
に
な
り
ま
し

た
。

し
、
学
区
の
運
動
会
や
夏
祭
り
な

ど
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
約
70
世
帯
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

◇
各
学
区
の
行
事
予
定
を
南
区
役

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

区
内
の
15
自
治
連
合
会
の
協

力
を
得
て
、
全
学
区
の
行
事
予
定

を
南
区
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

発
信
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
い

た
だ
き
、
地
域
行
事
へ
の
積
極
的

な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
火
打
形
公
園
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
運
営
事
業
」

キ
ッ
ズ
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
教
室
・ 

絵
画
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た

【
団
体
：
京
都
市
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
協
会
南
支
部
】

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

『地域力（みなみ力）
パワーアップ事業』

の取組をご紹介

地域住民の「絆」を強め、
安心して暮らせるまちづくり

区内各所に設置された
プランターボックス

犯罪撲滅の啓発活動を行う
田本博子さん

昨年の食育セミナーの様子

市民しんぶん南区版モニター会議の様子

表彰を受けられる南保健協議会
連合会の藤岡正男会長

南区内の各学区
情報のホームページ
アドレス
http://www.city.ky
oto.lg.jp/minami/p
age/0000102301.h
tml

学
区
行
事
予
定
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
画
面


